
質問書様式 別紙

件名

番号 質問分類（選択） 質問対象（選択） 質問箇所 質　問　事　項 回答（発注者使用欄）

1 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合）

評価基準◇過度なコスト負担を要する提案
の取扱い

コンクリートの混和剤に関する提案は評価対象となりま
すでしょうか

コンクリート施工管理要領のＡ１－５に関連する規定を満足する場
合は評価の対象となります。

2 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 入札公告(説明書）8頁・10頁

技術提案書作成にあたっての課題と着目点の【提案4】
に係る課題と着目点において、ｸﾚｰﾝによる吊作業時のｸ
ﾚｰﾝにはユニック車は含まれるでしょうか。

含まれるものとお考え下さい。

3 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 入札公告(説明書）8頁・10頁

技術提案書作成にあたっての課題と着目点の【提案3】
に係る課題と着目点において、アンカー等の削孔につい
て適用機械はコアボーリングマシンを想定していますで
しょうか。適用機械について明示願います。

既設構造物へのアンカー等の削孔するすべての機械が対象とお考え
ください。

4 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 様式４の書式について

様式４のフォント種類、様式の余白サイズ、行間隔や文
字間隔を任意に設定してもよろしいでしょうか、ご教示
ください。

フォントの種類、様式の余白サイズ、行間隔や文字間隔については
判読可能な範囲で任意に設定していただいて構いません。

5 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 課題と着目点の記載数について

重要と考える課題と着目点が複数ある場合は、複数記載
してもよろしいでしょうか、ご教示ください。

複数記載可能です。

6 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 様式４について

「評価項目毎の記載分量は問わないものとする。」とい
う記載は削除しても構いませんでしょうか。

削除可能です。

7 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 様式４について

フォントの種類、様式の余白サイズ、行間隔や文字間隔
の設定は任意と考えてよろしいでしょうか。

フォントの種類、様式の余白サイズ、行間隔や文字間隔については
判読可能な範囲で任意に設定していただいて構いません。

8 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 入札公告（説明書）評価基準

工事現場で添加攪拌する混和剤（流動化剤）は、◇過度
なコスト負担を要する提案の取扱いとして『①【提案
1】コンクリートの仕様変更...』に該当するのでしょう
か。

コンクリート施工管理要領のA１－5に関連する規定を満足する場合
は、◇過度なコスト負担を要する提案の取扱いとして『①【提案
１】コンクリートの仕様変更』には該当いたしません。

9 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 【提案１】の提案対象範囲

中間貫通鋼材工のグラウト材は提案対象外という考えで
よろしいでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

10 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 【提案１】の提案対象範囲

関本高架橋P１７の二次施工無収縮モルタルは提案対象
外という考えでよろしいでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

11 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 【提案２】の提案対象範囲

自己収縮によるひび割れは提案対象という考えでよろし
いでしょうか。

自己収縮によるひび割れは評価の対象外です。

12 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 【提案３】の提案対象範囲

コンクリート巻立の組立アンカーは提案対象という考え
でよろしいでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

13 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 【提案３】の提案対象範囲

上部工鋼桁箇所の削孔は提案対象外という考えでよろし
いでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

14 質問書A(申請書等に関する質問) 一部図書配布申請書 設計図追加について
華川高架橋(P178,P179)、神の山橋
(P196,P197)、里根川橋(P224,P225)
【提案３】の提案対象

既設支承及び既設支承の固定アンカーボルト位置が不明
であります。既設支承位置及び固定アンカーボルト位置
を示す図をご提供することは可能でしょうか。

設計図書に基づきお考え下さい。

常磐自動車道　関本高架橋耐震補強工事
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常磐自動車道　関本高架橋耐震補強工事

15 質問書A(申請書等に関する質問) 一部図書配布申請書

設計図追加について
【提案３】の提案対象

各橋梁の完成図（配筋図）をご提供することは可能で
しょうか。

設計図書に基づきお考え下さい。

16 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 【提案４】の提案対象範囲

クレーン装置付きトラックによる揚重作業は対象と考え
てよろしいでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

17 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合）

様式4

様式４「技術提案書作成にあたっての課題と着目点（一
次審査）」を作成するにあたり、評価項目①コンクリー
トの材料分離に起因する初期欠陥※１の抑制に関する技
術提案は、ＲＣ巻立て補強：１２橋脚、縁端拡幅工：５
箇所が対象と考えてよろしいでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

18 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合）

様式4

様式４「技術提案書作成にあたっての課題と着目点（一
次審査）」を作成するにあたり、評価項目②コンクリー
トの乾燥収縮に伴うひび割れの抑制に関する技術提案
は、ＲＣ巻立て補強：１２橋脚、縁端拡幅工：５箇所が
対象と考えてよろしいでしょうか。

そのとおりとお考え下さい。

19 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合）

様式4

様式４「技術提案書作成にあたっての課題と着目点（一
次審査）」を作成するにあたり、評価項目③　既設構造
物へのアンカー等の削孔による既設構造物の損傷防止に
関する技術提案は、縁端拡幅工B、落橋防止装置、横変
位拘束構造M、中間貫通鋼材工、橋座補強工　が対象工
種と考えてよろしいでしょうか

そのとおりとお考え下さい。なお、コンクリート巻立の組立アン
カー等を含めたすべての既設構造物へのアンカー等の削孔が対象工
種とお考えください。

20 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合）

様式4

様式４「技術提案書作成にあたっての課題と着目点（一
次審査）」を作成するにあたり、評価項目④　高速道路
上の交通規制内で行うクレーンによる吊作業時の供用路
線へのはみ出し防止を目的とした施工方法に関する技術
提案の対象橋梁は、花園川高架橋、華川高架橋、神の山
橋、里根川橋の４橋が対象と考えてよろしいでしょう
か。

そのとおりとお考え下さい。

21 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合）

提案１について

コンクリートの材料分離抵抗性を高める目的で、指定配
合「A1-5」の基本規定値（スランプ、強度等）を遵守し
た上で、施工者の任意により「材料分離抵抗性や充填性
を向上させるための添加剤」を配合することは、技術提
案における「仕様のグレードアップ（不採用事由）」に
該当しますでしょうか。

コンクリート施工管理要領のA１－5に関連する規定を満足する場合
は、◇過度なコスト負担を要する提案の取扱いとして『①【提案
１】コンクリートの仕様変更』には該当いたしません。

22 質問書A(申請書等に関する質問) 技術提案書作成にあたっての課題と
着目点（一次審査）（段階的選抜方
式対象工事の場合） 提案３について

割掛け対象項目にある鉄筋探査の仕様（想定されている
探査深度）をご教示ください。

貴社の施工計画に基づきお考え下さい。


